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19 コース、語学講座で 28 コース、体験講座で
24 コース、計 71 コースが企画されました。そ
れぞれの受講者数（修了者数）をみると、教養
講座で 151 名、語学講座で 304 名、体験講座
































希望者が延べ 362 人（前期 204 人、後期 158 人）、
試聴等を経て実際に受講した者は延べ 284 人
（前期 155 人、後期 129 人）にのぼりました。
















































































































































































































20 代 15 3.6
30 代 44 10.6
40 代 56 13.4
50 代 100 24.0
60 代 148 35.5

























































性 111 人（26.6％）、女性 284 人（68.1％）となっ
ており、女性受講者の割合が高い。
　図表２は回答者の年齢をみたものである。30
代以下が 60 人（14.4％）、40 ～ 50 代が 156 人





























　 教養 語学 体験 合計
30代
以下
15 36 9 60
25.00% 60.00% 15.00% 100.00%
40-50
代
30 100 26 156
19.20% 64.10% 16.70% 100.00%
60 代
以上
43 94 58 195
22.10% 48.20% 29.70% 100.00%
合計
88 230 93 411























２- ５回 205 49.2
６-10 回 84 20.1








































































































が 185 人（44.4％）と最も多く、Web サイトが





























































































































































































































































































































































































































































40 代 7 3.2
50 代 24 10.9
60 代 108 49.1








































2-5 回 80 36.4
6-10 回 37 16.8


















1 16 132 149
0.70% 10.70% 88.60% 100.00%
25.00% 53.30% 77.20% 72.70%
女性
3 14 39 56
5.40% 25.00% 69.60% 100.00%
75.00% 46.70% 22.80% 27.30%
合計
4 30 171 205
2.00% 14.60% 83.40% 100.00%






である。30 代以下が 5人（2.3％）、40 ～ 50 代
が 31 人（14.1 ％）、60 代 が 108 人（49.1 ％）、
70 代以上が 74 人（33.6％）となっている。回
答者のシニア層の占める割合が高くなってお






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































平成 27 年 1 月 31 日
まえがき
　2014 年 11 月 15 日（土）、富山大学地域連携推進機構生涯学習部門では、三度目となるワーク
ショップを開催いたしました。テーマは「あなたの学びをその先へ～「これからの学び」をワー
クショップでデザインする～」といたしました。
　東日本大震災を受け、2012 年 7 月 7 日（土）、「災害が起きたらどうする？」というテーマで熟
議を開催しました。これは「地域と共生する大学づくりのための全国縦断熟議」の一環として進め
た事業です。この取り組みにより、災害が身近なものであるという認識が広まったと考えます。























・ワーク①　自己紹介と「現在の学び」を紹介します　13：35 ～ 14：05（30 分）
・ワーク②　今求められる新しい講座について提案します　14：15 ～ 14：45（30 分）
・ワーク③　今の学びを「形」にしましょう　14：45 ～ 15：15（30 分）
・まとめ　15：15 ～ 15：30（15 分）
【発表】
・各グループの発表　15：30 ～ 15：45（15 分）
【講評と挨拶】









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































方国立大学博物館の実践例から―」（『北海道大学大学院教育学研究院紀要』、第 115 号、2012 年）。
７）久保田節子「世代間交流から国際交流へ」（『弘前大学生涯学習教育研究センター年報』、第 17 号、2014 年）
参照。
８）古舘奈津子「大学と公民館、連携で生まれるもの～大学の授業『国際交流を考える』で作る公民館事業『国








0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
靜粛、學校長の謹嚴なる態度等に依て、外形より感情を刺戟せらるゝことが多大である







定の意義があると言えよう。第二次小学校令（1890 年 10 月 7 日）、「小学校ノ毎週教授時間ノ制限
及祝日大祭日ノ儀式等ニ関シテハ文部大臣之ヲ規定ス」（第 15 条）という条文に基づき、「小学校
祝日大祭日儀式規程」（1891 年 6 月 17 日、以下「儀式規程」と表現、本稿末尾に掲載）が制定され、
















































1月 1日 四方拝 4月 3日 神武天皇祭
1月 3日 元始祭 9月 23日 秋季皇霊祭
1月 30日 孝明天皇祭 10月 17日 神嘗祭
2月 11日 紀元節 11月 3日 明治天長節



































　 ＊ ① ＊ ② ③ ④
儀式規程 　 御真影 　 勅語奉読 誨告・演説 唱歌
埼玉県次第 　 御真影 　 勅語奉読 誨告・演説 唱歌
長野県次第 　 御真影 （祝辞・君が代） 勅語奉読 演説 唱歌
兵庫県次第 　 御真影 （拝賀・君が代） 勅語奉読 誨告・演説 唱歌
富山県次第 　 御真影 （祝辞・唱歌） 勅語奉読 誨告・演説 唱歌
大阪府次第 　 御真影 （唱歌） 勅語奉読 演説・祝辞 唱歌


































































































































小野雅章（2010）「小学校令施行規則（1900 年 8 月）による学校儀式定式化の諸相」『教育学雑紙』第 45 号、
日本大学教育学会。






































































































































































































































































●第 1 回 地域連携推進機構生涯学習部門公開講座専門委員会




●第 2 回 地域連携推進機構生涯学習部門公開講座専門委員会






























































































































































































































































































































  ① 公開講座 幅広い年代の一般市民を対象に、多様なテーマで、数多くの講座を開催している。本学の教育・研究の成果を広く社会に開放するとともに、体系性のある独自のカリキュラムを開発・提供することにより、地域社会の文化水準の向上に資することを目指している。  ② オープン・クラス(公開授業)   各学部及び教養教育が開設している授業を一般市民にも公開している。高度な生涯学習に対する社会的要請に応えるとともに、学習機会を広く地域住民に提供し、本学と地域社会との連携を深めている。  ③ 高大連携   覚書に基づき、富山県立小杉高等学校の生徒を本学の正規授業へ受入れている。修了した生徒には高等学校から単位が認定されるなど地域の教育機関との連携を深めている。  ④ サテライト講座   富山駅前 CiC にて、一般市民を対象に８学部の教員がそれぞれ講師を担当し、年８回の無料講座を開催している。  ⑤ まちなかセミナー 北陸にある国立大学４校が連携して行っている。自大学の教員をコーディネーターとし、他大学の教員を講師に迎え、一般市民を対象としたセミナーを開催している。  ⑥ 生涯学習ワークショップ   あなたの学びをその先へ－「これからの学び」をワークショップでデザインする－   市民のニーズに応える新たな講座を企画することを目的としてワークショップを開催した。日ごろ生涯学習に取り組む市民を中心とした一般市民を対象に、市民参加型のスタイルで実施した。開催にあたり、富山県民生涯学習カレッジ、富山市市民学習センターからの支援を受けた。ワークショップの結果は、富山大学において次年度以降の事業に反映する。  ⑦その他 ・ 講師紹介・生涯学習相談   学外からの講演会・研修会等のための講師派遣依頼に応じて、本学教員の紹介をおこなっている。講師の選定とともに、企画段階でも学習（研修）プログラム作成に協力している。  ・地域との連携   富山大学と地域との連携を一層進めるため、各自治体を訪問しヒアリングを実施した。今後は、地域課題について相互理解を深め、協働して事業を企画・実施していく。  
－ 93 －
平成27年2月1日現在
開設年度 講座数 開設時間数 募集人員 延受講者数 修了者数
講座 時間 人 人 人平成元年 5 109 275 91 52
2 3 53 115 97 71
3 3 55 125 125 75
4 5 95 165 160 92
5 7 110 180 152 122
6 12 173 360 256 165
7 12 211 320 278 228
8 9 121 270 287 220
9 13 176.5 430 302 260
10 13 168.5 355 284 255
11 13 178 360 308 261
12 16 192 472 353 324
13 38 443.5 1,013 575 528
14 43 526.5 1,045 542 497
15 44 528.5 808 708 660
16 36 418 645 571 526
17 43 574.5 776 518 476
18 68 1,063 1,177 878 814
19 68 987 1,198 774 726
20 78 1,151.5 1,474 999 856
21 80 1,297 1,226 934 826
22 74 1,204.5 1,290 847 741
23 81 1,306 1,344 885 777
24 86（3） 1,425.5（37.5） 1,434（58） 1,003 895
25 74（3） 1,356（27） 1,112（36） 691 576







1 とやま学－近世富山の史料を読む（前期） 深井　甚三 4/7～7/28 市民一般 13.5 13 9 2 11 8
2 身近に広がる美術の世界 隅　敦 4/15～8/5 市民一般 22.5 16 7 2 9 7
3 変体仮名を学んで、昔の書物に親しもう。 樋野　幸男 4/16～7/23 市民一般で、変体仮名を学びたい方。 12 15 5 2 7 7
4 MBA経営管理実践講座 上東　正和 4/23～7/9 社会人経験５年以上の企業にお勤めの方で、ある程度自社の経営について公開して討論できる方 30 5 中止
5 こころの中の意識と無意識 黒川　光流 4/26～7/26 市民一般 12 30 8 17 25 17
6 バルザック『あら皮』をフランス語で読む 中島　淑恵 5/8～7/31 初級から中級程度のフランス語の読解力をお持ちの市民の方 15 12 4 4 8 7
7 アンニョンハセヨ　韓国いろいろ語ろう(前期) 仲嶺　政光 5/9～8/7 市民一般 7.5 14 1 5 6 6
8 数と図形の楽しみ 濱名　正道 5/10～5/31 市民一般 6 15 中止
9 アンニョンハセヨで韓国を知ろう①(前期) 仲嶺　政光 5/10～8/9 市民一般 19.5 14 2 11 13 8
10 アンニョンハセヨで韓国を知ろう②(前期) 仲嶺　政光 5/12～8/4 市民一般 19.5 14 2 12 14 12
11 放射線と環境 近藤　隆 9/6～11/8 市民一般 12 20 5 1 6 5
12 ブラック企業から身を守れ！－労働法入門 竹地　潔 10/1～11/5 若手労働者 12 10 中止
13 アンニョンハセヨ　韓国いろいろ語ろう(後期) 仲嶺　政光 10/3～H27/2/20 市民一般 7.5 14 1 5 6 実施中
14 アンニョンハセヨで韓国を知ろう①(後期) 仲嶺　政光 10/4～H27/2/28 市民一般 19.5 14 1 7 8 実施中
15 アンニョンハセヨで韓国を知ろう②(後期) 仲嶺　政光 10/6～H27/2/23 市民一般 19.5 14 2 8 10 実施中
16 心の疑問に心理学はどう答えるか？ 黒川　光流 10/4～12/13 市民一般 12 30 4 16 20 17
17 とやま学－近世富山の史料を読む（後期） 深井　甚三 10/6～H27/1/19 市民一般 10.5 13 中止
18 プルースト『失われた時を求めて』をフランス語で読む 中島　淑恵 10/9～H27/1/8 初級から中級程度のフランス語の読解力をお持ちの市民の方 15 12 3 5 8 8
19 MBA経営管理実践講座 上東　正和 10/14～12/16 社会人経験５年以上の企業にお勤めの方で、ある程度自社の経営について公開して討論できる方 30 5 中止
295.5 280 54 97 151 102
◆語学講座
男 女 計
20 英語ディスカッションを通じたコンバセーションカフェ　＃５　（午後クラス） 仲嶺　政光 4/3～7/31
中級レベル以上の市民一般、（英語の新聞、雑誌、TVのニュース、インターネット等から積極的に情報を取り入れ、活発に意見交換の学習が可能な方が対象です。） 13.5 12 3 7 10 8
21 朝鮮半島の文字と語彙(入門) 和田　とも美上保　敏 4/16～7/9 市民一般 19.5 25 3 2 5 3
22 ロシア語（初級・中級）(前期) 中澤　敦夫 4/10～7/17 入門のロシア語を学んだ方 19.5 10 2 4 6 5
23 中国語講座（会話中心の中級クラス） 仲嶺　政光 4/12～8/2 市民一般 19.5 16 6 7 13 7
24 中国語さらなる一歩(会話中心の中国語準中級・中級クラス)(前期) 藤田　公仁子 4/14～7/28 市民一般 19.5 16 8 6 14 13
25 韓国語によるスピーチ(中級) 和田　とも美 4/15～7/29 市民一般 19.5 10 0 9 9 8
26 英語で料理を楽しもう！ 仲嶺　政光 4/16～7/30
中級レベル以上の市民一般、（英語の新聞、雑誌、TVのニュース、インターネット等から積極的に情報を取り入れ、活発に意見交換の学習が可能な方が対象です。）　更に、料理が得意な方で、料理やレシピについて英語で会話可能な方、そして料理を作っている映像／動画を持参できる方が対象です。受講に際しては、「講座内容」の注意事項を必ず読んでからご参加下さい。
10.5 12 0 3 3 3
27 中国語初級会話（前期） 仲嶺　政光 4/16～7/23 市民一般 19.5 16 8 8 16 13
28 中級フランス語７ 仲嶺　政光 4/26～7/26 前年度中級フランス語６を終了された方。または初級f程度のフランス語を学習された方。 19.5 25 4 11 15 13
29 入門フランス語フランス文化３ 仲嶺　政光 4/26～7/26 前年度入門フランス語フランス文化２を修了された方。はじめてフランス語を学習される方。フランス文化に関心のある方。 19.5 25 5 17 22 14
30 初級フランス語５ 仲嶺　政光 4/26～7/26 前年度初級フランス語４を修了された方。また一度フランス語を学習したものの中断されている方。 19.5 25 2 11 13 13
31 Cours de français (Niveau moyen) 中島　淑恵 5/13～7/15 中級程度のフランス語力をお持ちの市民の方。 15 12 1 9 10 9
32 アンニョンハセヨ　韓国語中級１ 仲嶺　政光 5/13～8/5 市民一般 19.5 14 4 9 13 12
33 アンニョンハセヨ　韓国語中級ステップアップ１ 仲嶺　政光 5/14～8/6 市民一般 19.5 14 1 6 7 6
34 レベルアップしよう！特別英語コンバセーションカフェ　＃５　～「幸福/Happiness」について～（日中クラス） 仲嶺　政光 8/20～9/4
中級レベル以上の市民一般。（英語の新聞、雑誌、TVのニュース、インターネット等から積極的に情報を取り入れ、活発に意見交換の学習が可能な方が対象です。） 9 12 1 5 6 6
35 中級フランス語８ 仲嶺　政光 9/27～H27/2/14 前期中級フランス語７を終了された方。または初級程度のフランス語を学習された方。 19.5 25 3 10 13 実施中
36 入門フランス語フランス文化４ 仲嶺　政光 9/27～H27/2/14 前期入門フランス語フランス文化３を修了された方。はじめてフランス語を学習される方。フランス文化に関心のある方。 19.5 25 3 21 24 実施中
37 初級フランス語６ 仲嶺　政光 9/27～H27/2/14 前期初級フランス語５を修了された方。また一度フランス語を学習したものの中断されている方。 19.5 25 3 11 14 実施中
38 中国語初級会話（後期） 仲嶺　政光 10/1～H27/1/14 市民一般 19.5 16 4 7 11 9
39 中国語講座（会話中心の中級クラス） 仲嶺　政光 10/4～H27/2/28 市民一般 19.5 16 6 3 9 実施中














41 韓国語によるスピーチとディスカッション(上級) 和田　とも美 10/7～H27/1/27 市民一般 19.5 10 0 10 10 7
42 アンニョンハセヨ　韓国語中級２ 仲嶺　政光 10/7～H27/2/17 市民一般 19.5 14 4 9 13 実施中
43 アンニョンハセヨ　韓国語中級ステップアップ２ 仲嶺　政光 10/8～H27/2/25 市民一般 19.5 14 1 6 7 実施中
44 朝鮮半島のニュースを原語で読む(初級) 和田　とも美上保　敏 10/9～H27/1/22 市民一般 19.5 15 2 4 6 6
45 ロシア語（初級・中級）(後期) 中澤　敦夫 10/9～H27/1/29 入門のロシア語を学んだ方 19.5 10 3 4 7 6
46 短い言葉で気持ちを表現する英語講座＃４-ポエムやポスター表現に挑戦する-(日中クラス) 仲嶺　政光 10/10～H27/2/20 中級レベル以上の市民一般や大学性 12 10 0 6 6 実施中
47 Cours de français (Niveau moyen) 中島　淑恵 10/14～12/16 中級程度のフランス語力をお持ちの市民の方。 15 12 0 9 9 7
504 452 85 219 304 168
◆体験講座
男 女 計
48 家庭菜園入門 高橋　満彦 4/3～10/30 家庭菜園初心者 25 14 6 8 14 14
49 入門ピラティス　＃５　（日中クラス） 仲嶺　政光 4/10～7/24 健康に関心と興味を持っている市民一般 16 6 0 6 6 5
50 ドイツ歌曲を歌おう！（その１） 仲嶺　政光 4/26～8/2 市民一般 16 40 6 16 22 20
51 聴き手を動かす画期的なプレゼンテーションに挑戦してみよう！ 高井　正三 5/8～5/27 実務で画期的なプレゼンテーションを必要とされている専門職の方 20 8 中止
52 ワープロ＆表計算ソフトの基礎－Windows7でWord&Excel2013を利用してみよう－（前期） 上木　佐季子 6/2～7/1 これからワープロ・表計算ソフトを使ってみたいと思っている方 20 15 3 1 4 1
53 jQueryを使ってJavaScriptプログラミングを楽しもう！ 高井　正三 6/5～6/20 実務でjQueryによるコンテンツ作成技術を必要とされている専門職の方 20 14 中止
54 平成26年度ムーブメント遊びを通して学ぶソーシャルスキル教室 阿部　美穂子 6/15～12/7 年長～小学校２年生までの子どもと保護者 12 12 0 12 12 11
55 ゴルフ（初級者）コース 佐伯　聡史 8/7～8/29 市民一般 15 20 2 3 5 5
56 入門ピラティス　＃５　（夜のクラス） 仲嶺　政光 8/20～9/4 健康に関心と興味を持っている市民一般 12 6 0 6 6 6
57 iPadで広がるあなたのITライフ 上山　輝 8/29～9/20 市民一般（パソコン初級者） 11 15 2 3 5 5
58 塑造人体ヌード制作 後藤　敏伸 4/16～7/30 市民一般 30 12 8 7 15 13
59 漆と親しむー　漆でつくるアクセサリ－ 林　暁 4/22～6/6 市民一般 24 15 2 10 12 12
60 高齢者のための屋外家具の設計・制作 堀江　秀夫 6/3～6/29 60歳以上の高齢者 20 6 3 2 5 5
61 精密鋳造技法で作る小物 清水　克朗 8/3～9/7 高校生以上 28 7 4 4 8 8
62 コンピュータで学ぶ化学・生物-Rubyによるプログラミング実習- 梅嵜　雅人 4/19～5/31 市民一般 15 10 2 0 0 1
63 楽しい薬用植物の育て方・殖やし方　中級編 黒崎　文也 4/19～10/25 植物の栽培に興味のある方 12 15 6 9 15 12
64 ドイツ歌曲を歌おう！（その２） 仲嶺　政光 9/27～H27/2/7 市民一般 16 40 6 15 21 実施中
65 家庭で楽しみながら伝える、日本の文化「和菓子」 藤田　公仁子 10/5～11/30 市民一般 12 20 2 13 15 15
66 ワープロ＆表計算ソフトの基礎－Windows7でWord&Excel2013を利用してみよう－（後期） 上木　佐季子 10/7～12/9 これからワープロ・表計算ソフトを使ってみたいと思っている方 20 15 3 2 5 4
67 ヨーロッパ食-過去と現在の文化の中で- 徳橋　曜 10/9～11/20 市民一般 15 16 0 5 5 5
68 デジタル時代の自叙伝，回想録，写真集などの作り方，保存の仕方，楽しみ方 高井　正三 10/15～11/19 デジタル化して生涯の記録を，自叙伝，回想録，写真集で残したい市民の方で，デジタル技術に興味を持ち，かつ楽しみたい方 15 6 2 1 3 2
69 小学校図画工作科：ものづくりの楽しみ 隅　敦 11/13～12/18 小学校の教員または、小学生のものづくりに興味のある方 12 20 中止
70 テラコッタ頭像制作 後藤　敏伸 10/3～11/28 市民一般 18 15 6 5 11 11
71 テンペラ画 安達 博文 10/20～11/27 一般社会人 30 16 3 10 13 13
434 363 66 138 202 168
男 女 計











実施責任者 受講者数募集定員開設期間 受講対象者 開設時間
講座数 開設時間 募集定員 受講者数
備　　考
－ 96 －
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前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計49 38 87 47 31 78 39 24 63 30 32 6242 55 97 47 62 109 57 48 105 48 45 9318 10 28 19 17 36 21 14 35 20 11 3111 13 24 11 7 18 11 15 26 20 15 358 13 21 6 6 12 9 10 19 14 11 255 6 11 4 2 6 1 0 1 3 5 825 13 38 35 35 20 11 31 8 813 6 19 4 8 12 7 9 16 10 9 190 1 1 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 30 0 0 0 0 0 0 0171 155 326 173 133 308 165 131 296 155 129 284＊1北陸銀行との連携による寄附講義（企業等からの講師派遣による講義）。H25後学期については、インテックとの連携による寄付講義。
○学部別オープン・クラス（公開授業）公開科目数の年度別推移




期 H23 H24 H25 H26
芸術文化学部教養教育(杉谷)医学部薬学部
人文学部人間発達科学部経済学部理学部工学部大学院経済学研究科　*1
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学部 科目番号 授業科目名 担当教官 受講者数 受講者小計1 教養 6 日本の歴史と社会 熊谷　隆之 22 教養 7 東洋の歴史と社会 澤田　稔 13 教養 10 日本文学 二村　文人 34 教養 16 現代社会論 竹村　卓 25 教養 19 現代社会論 橋本　勝 26 教養 20 国家と市民 秋葉　悦子 27 教養 22 経済生活と法 志津田　一彦 18 教養 29 地域の経済と社会・文化 大西　宏治 29 教養 31 地球と環境 渡邊　了 110 教養 34 生命の世界 唐原　一郎 111 教養 35 生命の世界 蒲池　浩之 112 教養 44 技術の世界  大路　貴久伊藤　弘昭 113 教養 48 英語Ｂ（3） 湯川　純幸 314 教養 49 ドイツ語Ｂ（3） 宮内　伸子 115 教養 50 ドイツ語Ｂ（3） ウォルフガング　ツォウベク 116 教養 52 ラテン語Ｂ（3） 松﨑　一平 117 教養 58 生命の世界 川原　茂敬 118 教養 63 音楽 大谷　多賀子 119 教養 64 フランス語Ｂ（3） 近藤 壽良 220 教養 65 中国語Ｂ（3） 応　広建 1 3021 人文 1 哲学概論 永井　龍男 122 人文 8 東洋思想史   鈴木　信昭末岡　宏田畑　真美 423 人文 11 人間学演習Ⅰ 田畑　真美 324 人文 14 心理学概論Ⅱ   喜田　裕子黒川　光流坪見　博之 125 人文 16 日本史特殊講義 鈴木　景二 226 人文 17 日本史概説Ⅱ 熊谷　隆之 327 人文 18 古文書学実習 熊谷　隆之 328 人文 22 西洋史講読 漆間　真由美 329 人文 23 考古学概論 次山　淳 230 人文 24 社会文化特殊講義 伊藤　智樹 131 人文 26 国際関係論（政治学） 竹村　卓 132 人文 29 日本文化講読 立川　健治 233 人文 33 外国語演習（ロシア語）  吉田　俊則青木　恭子 134 人文 39 英米言語文化講読Ⅰ 大工原　ちなみ 135 人文 40 英米言語文化演習Ⅱ 大工原　ちなみ 136 人文 42 英米言語文化演習Ⅱ 恒川　正巳 137 人文 43 英米言語文化演習Ⅱ 奥村　譲 138 人文 46 ドイツ語コミュニケーション（会話）Ⅱ（１） ヴォルフガング　ツォウベク 339 人文 48 ドイツ語コミュニケーション（会話）Ⅱ（２） ヴォルフガング　ツォウベク 240 人文 49 ドイツ語コミュニケーション（作文）初級 ヴォルフガング　ツォウベク 141 人文 50 ドイツ語コミュニケーション（作文）中級 ヴォルフガング　ツォウベク 142 人文 52 ロシア言語文化演習Ⅱ 中澤　敦夫 343 人文 56 実践ロシア語演習Ⅰ カザケーヴィチ　ヴェチェスラフ 144 人文 58 実践ロシア語演習Ⅲ カザケーヴィチ　ヴェチェスラフ 145 人文 59 ロシア言語文化特殊講義Ⅱ カザケーヴィチ　ヴェチェスラフ 246 人文 61 生涯学習概論 藤田　公仁子 147 人文 62 博物館情報・メディア論 黒田　卓 148 人文 63 視聴覚教育メディア論 黒田　卓 1 4849 人間 9 コミュニティ心理学 下田　芳幸 250 人間 13 知的障害児の教育Ⅱ 阿部　美穂子 151 人間 15 児童福祉論 西館　有沙 152 人間 18 臨床発達心理学 小林　真 153 人間 22 メンタルマネジメント 福島　洋樹 154 人間 25 都市減災論 椚座　圭太郎 155 人間 28 比較地域論 山根　拓 1
平成26年度　前学期　オープン・クラス受講科目別集計
－ 100 －
学部 科目番号 授業科目名 担当教官 受講者数 受講者小計56 人間 29 全地球史 椚座　圭太郎 157 人間 38 住環境論 秋月　有紀 158 人間 39 栄養学 藤本　孝子 259 人間 40 国際政治学 池田　丈佑 360 人間 41 家族関係学 神川　康子 461 人間 45 ヨーロッパ地域史論 徳橋　曜 1 2062 経済 4 特殊講義 Macroeconomics モヴシュク　オレクサンダー 163 経済 6 地方財政論 中村　和之 164 経済 7 財務会計論 鈴木　基史 165 経済 13 外国書講読Ⅰ 若林　丈靖 266 経済 18 中国経済論 今村　弘子 267 経済 24 現代経済入門 小柳津　英知 168 経済 29 入門法学ⅠB 橋口　賢一 169 経済 30 政治経済学 星野　富一 170 経済 32 現代資本主義論 小倉　利丸 271 経済 34 管理会計論 森口　毅彦 172 経済 35 外国書講読Ⅰ 新里　泰孝 273 経済 42 財産法Ⅰ 香川　崇 374 経済 45 経済学入門 大坂　洋 175 経済 49 労働法 竹地　潔 1 2076 理 15 代数学特論A 木村　　巌 177 理 28 核・素粒子物理学Ｂ 栗本　猛 278 理 53 地球科学概論Ⅰ   松浦　知徳楠本　成寿石﨑　泰男 179 理 54 鉱物学 清水　正明 180 理 55 気象学概論  青木　一真安永　数明 281 理 57 層序学 柏木　健司 182 理 58 地殻物理学 楠本　成寿 183 理 61 列島地質 大藤　茂 284 理 66 海洋底物理学 楠本　成寿 185 理 72 環境微生物学  中村　省吾田中　大祐 2 1486 工 17 電気回路基礎 小川　晃一 187 工 33 プログラミングⅠ 高松　衛 188 工 57 生化学Ⅰ 黒澤　信幸 1 389 大学院 1 新時代の成長戦略と企業価値創造 鈴木　基史 8 8143合　　　　計
－ 101 －
学部 科目番号 授業科目名 担当教官 受講者数 受講者小計1 教養 1 現代社会論 伊藤　智樹 12 教養 4 コロキアム（世界の映画） 末岡　宏 13 教養 7 コロキアム（競馬学） 立川　健治 14 教養 9 ラテン語Ｂ（4） 松﨑　一平 15 教養 12 西洋の歴史と社会 入江　幸二 56 教養 20 地域の経済と社会・文化 山根　拓 17 教養 23 言語と文化 宮城　信 28 教養 24 西洋の歴史と社会 大西　吉之 19 教養 27 経営資源のとらえ方 内田　康郎 310 教養 28 日本国憲法 伊藤　嘉規 111 教養 29 市民生活と法 福井　修 512 教養 30 日本国憲法 栗田　佳泰 113 教養 35 地球と環境 石﨑　泰男 414 教養 45 現代社会論 橋本　勝 115 教養 46 市民生活と法 木原　淳 116 教養 47 化学物質の世界 會澤　宣一 3 3217 人文 3 西洋思想史 永井　龍男 118 人文 7 人間学演習Ⅰ 松﨑　一平 119 人文 8 宗教思想 松﨑　一平 420 人文 9 人間学演習Ⅰ 田畑　真美 321 人文 14 言語学概論Ⅰ 安藤　智子 222 人文 15 心理学概論Ⅰ   喜田　裕子黒川　光流坪見　博之 123 人文 17 日本史概説Ⅰ 鈴木　景二 224 人文 18 日本史基礎演習 鈴木　景二 125 人文 19 日本史特殊講義 熊谷　隆之 326 人文 20 古文書学実習 熊谷　隆之 227 人文 22 西洋史概説Ⅰ 入江　幸二 128 人文 28 国際文化概論    吉田　俊則鈴木　信昭齊藤　大紀青木　恭子 129 人文 29 日本文化特殊講義 立川　健治 130 人文 33 日本文学特殊講義 呉羽　長 131 人文 34  日本文学特殊講義（万葉集） 坂本　信幸　他 132 人文 35 朝鮮学入門   鈴木 信昭和田　とも美上保　敏 233 人文 39 英米言語文化演習Ⅱ 大工原　ちなみ 234 人文 40 英語学講読Ⅰ 奥村　譲 135 人文 41 英米言語文化演習Ⅱ 奥村　譲 236 人文 43 英米言語文化演習Ⅱ 恒川　正巳 237 人文 47 ドイツ語コミュニケーション（会話）Ⅱ（１） ヴォルフガング ツォウベク 338 人文 51 ドイツ語コミュニケーション（会話）Ⅱ（２） ヴォルフガング ツォウベク 139 人文 53 フランス言語文化特殊講義 村井　文夫 140 人文 55 ロシア言語文化演習Ⅱ 中澤　敦夫 341 人文 57 実践ロシア語演習Ⅰ カザケーヴィチ ヴェチェスラフ 142 人文 61 ロシア言語文化特殊講義 カザケーヴィチ ヴェチェスラフ 2 4543 人間 1 心理学研究法 村上　宣寛 144 人間 11 地域交流活動論 隅　敦 145 人間 22 保育者論 若山　育代 146 人間 25 地域と健康 布村　忠弘 247 人間 41 ホームマネージメント 神川　康子 248 人間 43 カラーコーディネート論 秋月　有紀 249 人間 48 人間安全保障論 池田　丈佑 150 人間 49 気候環境論 田上　善夫 1 1151 経済 4 貿易論 岸本　壽生 252 経済 6 国際経済学 垣田　直樹 153 経済 9 景気循環論 星野　富一 354 経済 13 債権法Ⅱ(各論) 橋口 賢一 155 経済 16 金融論Ⅱ 山田　潤司 1
平成26年度　後学期　オープン・クラス受講科目別集計
－ 102 －




























































































月～木曜日 15：00～16：00 です。 
＊開催日の詳細はサロンの利用時間カレンダーをご覧 ください。 










    ＊詳細はサロンの利用時間カレンダーをご確認ください。 
 ●場所  富山大学五福キャンパス 生涯学習部門（共通教育棟 B棟）２階  地図は裏面へ⇒ 
授業期間中(4-7月、10-1月)  ・公開講座のある日 ８：３０～講座終了２０分後  ・公開講座のない日 ８：３０～１６：３０  ・土・日曜日 講座開始２０分前～講座終了２０分後 
授業期間外(8-9月、2-3月)  ・公開講座のある日 講座開始２０分前～講座終了２０分後  ・その他、相談会を実施する時間 
－ 106 －
 
●オープンサロン地図   
  五福キャンパス 生涯学習部門(共通教育棟 B棟) ２階 





























 １、概要 本学と小杉高等学校との高大連携事業の一環として、「富山大学と小杉高等学校との高大連携事業に関する覚書」に基づき、教養教育科目のうちオープン・クラスとして開講している授業に小杉高等学校からの生徒を受け入れている。  修了した生徒には、小杉高校から卒業単位１単位が認定される。  
 ２、平成２６年度受講状況  (１)開講曜日・時間：前学期 月曜日・５限 
  (２)受講科目・受講者数 
  科目名 担当教員 受講者数 修了者数 
1 美術 三宮千佳（芸術文化学部） 10 10 
2 国家と市民 八百章嘉（経済学部） 2 2 
3 市民生活と法 香川崇（経済学部） 1 1 
4 物理の世界 西村克彦（工学部） 3 3 
5 西洋の歴史と社会 漆間真由美（非常勤講師） 3 3 
6 外国文学 吉田泉（非常勤講師） 2 2 
合計 21 21 
 過去修了者数 ・２１年度  ６科目 １１名     ・２２年度  ４科目  ８名   ・２３年度  ６科目 １２名   ・２４年度  ２科目  ４名     ・２５年度  ３科目 １４名 
 ３、事後研修・発表会 日   時：平成２６年 ９月 ５（金）１６時～ 場   所：小杉高等学校会議室 プログラム：１６：００～１６：０５ 開会の挨拶（米谷校長）       １６：０５～１７：００ 発表（富山大学受講生徒）       １７：００～１７：１０ 講評（富山大学藤田生涯学習副部門長）       １７：１０～１７：１５ 修了証授与       １７：１５～１７：２０ 閉会の挨拶（蒲田副校長）       １７：２０ 終了・事務連絡 
－ 108 －
小杉高校スプリングセミナー 
 ■趣旨：進学希望の生徒を対象に、大学の授業を受けることで意欲向上に     つなげること。 
 ■日時：平成 27年 3月 18日（水）11時～12時半 
 ■会場：富山県立小杉高等学校 
 ■講師：以下の２名   ○山崎 裕治 先生（理学部生物学科准教授）   ○竹地 潔 先生（経済学部経営法学科教授） 
 
－ 109 －
回 実　施　日 所属 講　師 タ　イ　ト　ル 参加人数
1 5月24日(土) 芸術文化学部 辻合　秀一 ３Ｄスキャンの世界 120
2 6月21日(土) 大学院医学薬学研究部(医学) 戸邉　一之 長生きの秘訣―身近にできるメタボ・糖尿病対策 162
3 7月26日(土) 大学院理工学研究部(理学) 上田　晃 地熱を使って、富山の夏を涼しく、冬を暖かく 71
4 8月30日(土) 大学院理工学研究部(工学) 田端　俊英 学習・記憶の脳メカニズム 141
5 10月4日(土) 経済学部 内田　康郎 成長する企業の戦略と課題 60
6 11月29日(土) 人文学部 藤田　秀樹 「ニュー・ハリウッド」の幕開け－アメリカ映画『卒業』（1967）を批評的に見る 59
7 12月20日(土) 人間発達科学部 長谷川　春生 ケータイやインターネットにかかわるトラブルとその解決法は？－子どもたちの間で今起こっていることから考える－ 53



















































日  時 平成２６年１０月１８日（土）１４：００～１７：００  
会  場 富山駅前ＣｉＣビル５階 いきいきＫＡＮ多目的ホール （富山市新富町 1-2-3） 
テ ー マ 薬物依存・薬物乱用の怖さ 
講  演  
①「覚醒剤依存の研究・最前線」  新田 淳美（富山大学大学院医学薬学研究部（薬学）教授）  ②「薬物依存の実際・そして回復をいかに支援するか」  大森 晶夫（福井大学非常勤講師／福井県立大学看護福祉学部教授） ③「気をつけよう、お酒の飲み過ぎと睡眠薬の使い過ぎ」  戸田 重誠（金沢大学附属病院 講師） 
コーディネーター 新田 淳美（富山大学大学院医学薬学研究部（薬学）教授） 
受講者数  ６８名（講師・関係者含む）：（昨年度１３７名） 
 （福井大学） 
日  時 平成２６年１１月８日（土）１４：００～１６：３０ 
会  場 福井大学アカデミーホール （福井市文京 3-9-1） 
テ ー マ 伝統医学を支える身近な和漢生薬 
講  演 
①「身近な和漢薬の勧め」  小松 かつ子（富山大学和漢医薬学総合研究所 教授）  ②「薬草に親しむ：身近な薬用植物」  佐々木 陽平（金沢大学医薬保健研究域薬学系 准教授） 
コーディネーター 藤井 豊（福井大学医学部医学科 教授） 
受講者数 ６６名（講師・関係者含む）：（昨年度 ６９名） 
－ 115 －
（金沢大学） 
日  時 平成２６年１１月２９日（土）１４：００～１６：３０ 
会  場 金沢大学サテライト・プラザ （金沢市西町３番丁１６番地 金沢市西町教育研修館内） 
テ ー マ 地域づくりの担い手育て 
講  演 
①「まちなか研究室を起爆剤にした大学生によるまちづくり」  大西 宏治（ 富山大学人文学部 准教授 ）  ②「学生と地域の協働によるまちづくり」  浅野 秀重（ 金沢大学地域連携推進センター 教授 ）  ③「LED 和ろうそく：リーダー育成、地域貢献、灯り文化発信のツール」 明石 行生（ 福井大学大学院工学研究科 教授 ）  
コーディネーター 横山 壽一（ 金沢大学地域連携推進センター長 ） 
受講者数 ２１名（講師・関係者含む）：（昨年度４７名） 
 （北陸先端科学技術大学院大学） 
日  時 平成２６年１１月３０日（日）１４：００～１６：３０ 
会  場 サイエンスヒルズこまつ ひととものづくり科学館 （小松市こまつの杜２番地） 
テ ー マ 健康を支える生活と豊かな地域づくり 
講    演 
 ①「健康な暮らしと地域での支えあい」  鏡森 定信（富山大学 名誉教授）  ②「日常生活に生かす伝統医学―体質理論の活用―」  許 鳳浩（金沢大学大学院 医薬保健学総合研究科  臨床研究開発補完代替医療学講座 客員准教授）  





　10代以下　 　20代　 　30代　 　40代　 　50代　 　60代　 　70代以上 無回答
男 2 3 8 15
女 1 1 1 2 5 14 1
性別不明 1 2 3
富山県 福井県 石川県 無回答
57 1 1
無回答
チラシ ポスター 新聞 テレビ 学校 職場 知人・友人
①受講のきっかけ 37 3 6 1 1 2 6
（複数回答あり） 大学HP Facebook その他
7 0 8
②チラシ・ポスター DM ＣＩＣ 図書館 サテライト講座 大学
その他
文化施設 職場 覚えていない
を見た場所 13 6 1 9 1 5 1 5
③参加した目的
（複数回答あり） 無回答
そう思う 少しそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答




















































































深まった やや深まった あまり深まらなかった 深まらなかった 無回答
















































































































富山大学 地域連携推進機構 生涯学習部門 (社会貢献課 地域連携チーム) 
〒930-8555 富山市五福3190   


















プログラム 12：30～13：00 受付 
13：00〜13：05 開会挨拶（地域連携推進機構長 丹羽 昇） 
13：05～13：35 趣旨説明等 
13：35～15：30 ワークショップ 
           ①自己紹介と「現在の学び」を紹介します 
           ②今求められる新しい講座について提案します  
           ③今の学びを「形」にしましょう 
          まとめ 
15：30～15：45 発表 







 ≪会場案内≫富山大学五福キャンパス 黒田講堂会議室（富山市五福 3190） 

















富山大学 地域連携推進機構 生涯学習部門 (社会貢献課 地域連携チーム) 
 〒930-8555 富山市五福 3190 




参加申込書  【申込締切 11 月 7 日(金)】 
ふりがな   
性 




氏   名 
  
住   所 
〒 





富山大学公開講座、  富山大学オープン・クラス、  富山大学のその他講座 
富山県民生涯学習カレッジ、  富山市民大学  、その他(            ) 






実　施　日 講　師 タ　イ　ト　ル 参加人数
1 平成26年6月8日(日) 次山　淳(富山大学 人文学部) 天平の絵馬を読み解く 41
2 平成26年6月22日(日) 川上　陽介(富山県立大学) 近世日本における中国笑話の受容について 40
3 平成26年7月20日(日) 水野　真理子(富山大学 医学部) 日系アメリカ人の文学活動―強制収容所における文学 51
4 平成26年8月3日(日) 近藤　周吾(富山高等専門学校) 文学にとって〈ふるさと〉とは何か―須山ユキヱ論― 43









会員各位                                              ２０１４．６月．吉日 
    富山県中小企業家同友会 共育委員長  岸田 毅 富山県中小企業家同友会                           
経営者大学第１３期のご案内 
～幅広い学びを通して、経営者としての総合力を向上させることを目指そう！～ 
 2002年にスタートした経営者大学も１３期を迎えました。私たち中小企業が経営を維持発展させていくためには、社員を採用・教育し、その能力を主体的に発揮する仕組みや環境をつくることが大切です。 そのためには、経営者の力量を更にアップさせるだけでなく、経営理念を社員と共有して、社員がイキイキと働ける組織や風土に、会社を変革していくことが必要です。 第１３期は、「時代変化をどのように判断して、生きがい働きがいをもって働ける社風づくりのために社員とどう向き合い、自社の経営に生かしていくのか」の視点から内容を組み立てました。 講師には、富山大学のご協力による各分野のエキスパートに協力頂きました。 現在の経営環境を「全員経営」で打破していく！という視点で、これからの方向性や展望を考えるヒ ントと勇気が沸いてくる内容であると確信しております。  ぜひ、幹部の皆さんと一緒に参加ください。  経営者大学の目的：激動期を確かに生きるための知識を様々な角度から学び、これからの社会と経営の発展方向を洞察し、「共育」力を身につけます。                  《募 集 要 項》 
 ■対 象 経営者・後継者・幹部社員    ■期 間 8/22(金)、9/12(金)、9/26(金)、10/15(水)、10/29(水)全５講  ＊４講以上出席者には、修了証授与 ■会 場 富山大学 共通教育棟（申込者には案内図送付） ■時 間 １８：００～２１：００ 時間厳守！！                              ■内 容 カリキュラムは裏面参照  ＜主な進め方＞ 講義＋グループ討論＋補足講義が基本ですが、内容によっては異なります。 ■定 員 ３０名    ※対象：経営者、後継者、幹部社員 ■受講料 会員企業一人１５、０００円（同一企業で複数参加の場合は、２人目からは６、０００円） 会員外企業一人20、000円） ＊単講受講、１回４、０００円  ■申し込み ＦＡＸ：０７６-４５２－６１１６  ＴＥＬ：０７６－４５２－６００６ 主 催：富山県中小企業家同友会 共育委員会  共 催：富山大学地域連携推進機構生涯学習部門                  切    り    取    り    線                              
経営者大学 第１３期 参加申込書          会社名 
  参加者氏名（ﾌﾘｶﾞﾅ）  役  職 年  齢  単講受講希望の場合は講座番号記入   １        ２        ３      
 
－ 132 －
第１３期経営者大学＜カリキュラム＞    日時・講師 テーマ・学ぶポイント  第  １  講 
８月２２日(金)  
講師 小助川貞次 氏 富山大学 人文学部 教授    
「若者の現状～思考と行動」 世代差はどの時代にあっても存在するので、どうやって埋めたり近づけたりしたらよいのかということは永遠の課題です。 むしろ、この世代差こそが次世代を 作っていく原動力なのだとも言えます。世代差を無理に埋めようとせずに、「理解できない不思議な存在であることはお互い様だ」と考えてしまう方が楽かもしれません。私たちオトナ世代はやがて年老いて行き、ワカイ世代に席を譲らなければならないのですから。重要なことは、若者の特性を知ることだけではなく、私たち中高年の特性をどうやって理解してもらうのか、ということに尽きると思います。「ナイス・ミドル」という自負は、単なる傲慢さかもしれません。 以上 の認識のもとに、大学での授業を通して感じてきたことを、分析を加えながらお話しし、受講者のみなさんが「そうなんだ！」と納得できるところに着地したいと思います。 
 第  ２  講  
９月１２日(金) 
講師 福島洋樹氏 富山大学 人間発達科学部 准教授 
「行動を導くー脳の認知と行動分析」 
社員ひとりひとりの【行動】の集積が企業活動そのものです。ある物事に対して【脳】が意味づけ（認知）をし、それにより【心】に感情が生まれ、その感情に則して【行動】がアウトプットされます。望ましい【行動】を導くには、まずは物事に対する【脳】の意味づけ（認知）をコントロールするトレーニングが必要です。 また、「ある【行動】が今後も繰り返されるか、それともしなくなってしまうかは、その【行動】をした【直後】に何が起こるかで決まります（B・F・スキナ ：ー心理学者）」。ある【行動】に問題がある場合、その原因を分析することで、解決につながる可能性も広がります。 
 
 第  ３  講 
９月２６日(金） 
講師 黒川光流氏  富山大学 人文学部 准教授 
「リーダーシップを育む」 部下の自律性を引き出し、職場を活性化させるために、リーダーには部下に効果的に指示を出すことが求められます。また、職場を維持・発展させていくためには、次世代のリーダーを育てることも必要です。 しかし最近では、職場を取り巻く環境だけでなく、人までもが変化してきていると言われており、従来のやり方だけでは十分ではないと感じることもあるでしょう。 リーダーとして部下の上に立ち、指示するという視点だけでなく、部下を下から支え、導くという視点が必要になってきているのです。 そこで、自らのリーダーシップを育み、さらには次世代のリーダーシップを育むために必要なリーダーの視点について考えます。 
 第  ４  講  
10月１５日(水) 
講師 内田康郎 氏 
富山大学 経済学部 教授 
「真の強み」を把握する① 
「自社の真の強みは何か」。これを正確に把握できている企業はどのくらいあるでしょうか。 中には、単なる個性を「強み」と捉えている企業も少なくありません。もちろん、企業にとって個性は重要ですが、真の意味での強みとはその企業にしか持ち得ない優位性を意味します。そして、その意味での強みを活かしながら事業計画が立てられないといけません。  今年は、この「強み」について２回にわたってじっくり検討していきたいと思います。ケーススタディを通じ、深い議論をしていきましょう。 
 第  ５  講 
10月２９日(水) 
講師 内田康郎 氏 富山大学 経済学部 教授 
「真の強み」を把握する② 












































































No. 依頼者 企画名等 開催日 紹介者　氏名 所　属
1 高志の国文学館 高志の国文学館文学講座（大学連携シリーズ） H26.6.8 次山　　淳 人文学部
2 高志の国文学館 高志の国文学館文学講座（大学連携シリーズ） H26.7.20 水野　真理子 医学部
3 富山県民生涯学習カレッジ 高志の国文学専門講座「活用実践コース」　第1回 H26.9.23 藤田　公仁子 生涯学習部門
4 富山県民生涯学習カレッジ 高志の国文学専門講座「活用実践コース」　第2回 H26.10.1 水野　真理子 医学部
5 富山県民生涯学習カレッジ 高志の国文学専門講座「活用実践コース」　第6回 H26.11.12 藤田　公仁子 生涯学習部門
6 石川県野々市市立図書館 平成26年度野々市市図書館ボランティア養成講座 H26.6.14 藤田　公仁子 生涯学習部門
7 富山県社会福祉協議会富山県いきいき長寿センター 平成26年度富山県いきいき長寿大学すこやか生活講座　第1回 H26.6.19H26.6.26 黒田　敏 附属病院
8 富山県社会福祉協議会富山県いきいき長寿センター 平成26年度富山県いきいき長寿大学すこやか生活講座　第2回 H26.6.12H26.7.10 牧野　輝彦 附属病院
9 富山県社会福祉協議会富山県いきいき長寿センター 平成26年度富山県いきいき長寿大学すこやか生活講座　第4回 H26.8.1H26.7.28 高倉　文匡 附属病院
10 富山県社会福祉協議会富山県いきいき長寿センター 平成26年度富山県いきいき長寿大学すこやか生活講座　第7回 H26.9.11H26.9.1 供田　文宏 附属病院
11 石川県立生涯学習センター 平成26年度石川県公民館職員専門研修及び基礎研修 H26.6.26H26.7.17 藤田　公仁子 生涯学習部門
12 射水市 富山大学連携講座家庭教育支援講座　第1回 H26.7.12 久保田　真功 人間発達科学部
13 射水市 富山大学連携講座家庭教育支援講座　第2回 H26.10.4 稲寺　秀邦 大学院医学薬学研究部
14 富山県教育委員会生涯学習・文化財室 平成26年度第1回社会教育主事等研修会 H26.7.3 藤田　公仁子 生涯学習部門
15 岐阜県吉城高等学校 第21回現代フォーラム H26.7.18 栗田　佳泰 経済学部
16 弘前市教育委員会 平成26年度第1回公民館関係職員研修会 H26.7.18 藤田　公仁子 生涯学習部門
17 金沢大学地域連携推進センター 平成26年度金沢大学社会教育主事講習 H26.7.31 藤田　公仁子 生涯学習部門
18 富山県中小企業家同友会 経営者大学第13期　第1回 H26.8.22 小助川　貞次 人文学部
19 富山県中小企業家同友会 経営者大学第13期　第2回 H26.9.12 福島　洋樹 人間発達科学部
20 北陸銀行 北陸銀行高岡広小路支店親睦会主催講演会 H26.9.24 青木　一真 大学院理工学研究部
21 富山県中小企業家同友会 経営者大学第13期　第3回 H26.9.26 黒川　光流 人文学部
22 富山県中小企業家同友会 経営者大学第13期　第4、5回 H26.10.15H26.10.29 内田　康郎 経済学部
23 氷見市教育委員会 いじめ防止に関する研修会 H26.10.15 下田　芳幸 人間発達科学部
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24 氷見市教育委員会 いじめから子どもを守ろう！氷見市民大会 H26.11.8 久保田　真功 人間発達科学部
25 高岡市立高陵高校 平成26年度　第3回校内研修会 H26.11.4 松本　謙一 人間発達科学部
26 石川県立生涯学習センター 平成26年度金沢教育事務所管内生涯学習研修会 H26.11.7 藤田　公仁子 生涯学習部門
27 企業組合労協センター事業団（ワーカーズコープ） 協同集会in北陸 H26.11.9 藤田　公仁子 生涯学習部門
28 ワーカーズコープセンター事業団北陸信越事業本部 北陸信越事業本部1・2・3　集会 H26.12.7 藤田　公仁子 生涯学習部門
29 石川県野々市市教育委員会 新図書館を考えるフォーラム H26.12.20 藤田　公仁子 生涯学習部門
30 北陸銀行 北陸銀行新湊エリア親睦会主催講演会 H27.1.22 内田　康郎 経済学部
31 富山県公民館連合会 平成26年度富山県公民館主事・指導員等研修会 H27.2.20 藤田　公仁子 生涯学習部門
32 立山町教育委員会 たてやま町民カレッジ2014修了記念講演 H27.2.21 大西　宏治 人文学部
33 富山歯科総合学院 「SNSの機能とマナー」特別講演 H27.3.4 長谷川　春生 人間発達科学部
34 富山県農林水産部森林政策課 フォレストリーダースキルアップ研修 H27.3.8 中村　省吾 理学部
35 高岡市教育委員会生涯学習課 高岡市生涯学習センター講座 H27.6～8 中井　精一 人文学部
36 石川県教育委員会 小松管内生涯学習研究会 H26.11.20 水上　義行 富山国際大学
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